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肺初感染石灰化巣率による結核 まん延の推察
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   In order to estimate the prevalence of tuberculosis in various age-groups in Japan, the author 

tried to use the prevalence of calcified foci (primary complex) obtained from the mass X-ray 

survey in Fukuoka city. 

   The prevalence rate of calcified foci of young people was lower than that reported in the 

previous papers. 
   The incidence rate of new cases in various age-groups showed close correlation with the 

prevalence rate of calcified foci. 
   The result suggests that the prevalence of tuberculosis infection is low among younger 

generation, while it is pretty high in the older age-groups, and accordingly the method of 
controlling tuberculosis must be different in the younger and older age-groups.

は じ め に

現在 日本 人の 自然感染 によるツ反応 陽性率 は,BCG接

種 の影響で推 察不 可能 な状態 である｡レ 線 間接所見 の肺

初感染石灰 化巣率 よ り結核 まん延状況 を推察 できるので

はないか と考 え調査研究 を行つ た｡

昭和47年 度 では若年者 の レ線 間接数 も多 く,資 料 の確

実性があ り,ま た結核管理 のできている集団 を対象 とし

て新発病 との関係 をみ て推察 をよ り確実 に したいと考 え

た｡

研 究 方 法

昭和47年 度 の福 岡市 内の小 中高 の学童生徒約12万 人,

某大学7千 人,結 核管理 している事業所従業員2万 人 を

対 象 とした｡小 中学生 は福 岡市 内のほぼ全員 である｡

これ ら対象 の間接 フ ィルムよ り初感染石灰化巣率 を調

査 した、 この場合典型的所見 のみ をと り,大 部 分は直接

撮影 によ り確認 した｡

併 せてこれ ら対 象群 の年間の新 発病 を調査 した.

九州7県 の中学 高校生 約14,000人 の間接 フ ィルムを

併 せ調査 した｡

結 果

1.初 感染石灰化率

① 市 内の小 中学生 については75,000と33,000人 で

ほぼ全員調査 し,高 校12,000,大 学 は7,∞0を 対象 とし

て初感染石灰化巣 をみ る と表1の ごと く,年 齢 とともに

漸 次高 い率 を示 した.

小学生 ではO.13%,中 学生 は0｡35%,高 校生 ではO.57

%,大 学生 では1.19%で あ り,男 女差 はなかつ たe

② 市 内事業所 で結核管理 のできてい る従業員約2万

人 について男女別,年 齢区分別 に初感染石灰化巣率 を調

査 した｡表2の ご とく10歳 代 のO.81%よ り漸次上昇 し

て50歳 以上 では3.55%を 示 したe30歳 以上については

女性 の数が少 な く割愛 した.

③ 以上の対象 について10歳 階級 で区分 して石灰化率

* From the Fukuoka Association Dispensary , Chuo-ku, Fukuoka 810 Japan.
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表1初 感染石灰化率
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表2事 業所の年齢別初感染石灰化率
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図1年 齢別初感染石灰化率と年間新発病率
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表3年 齢別初感染石灰化率
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表4市 ・郡部 の中学 ・高校の初感染石灰化率
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年 齢

をみ ると表3の ご とくな る｡片 対 数 グラフに置 くと年齢

とともに増加 する傾 向がはつ きり認 め られ る(図i)｡

男子50歳 以上のツ反応 陽性率 は高率 であ り,仮 に90%

とすれ ば図2の ご とき推 定感染率 がみ られ る｡

④ 九州7県 の市 お よび郡部 各県1,000名 ずつ計 それ

ぞれ7千 名 の初感染石灰化率 を調 べ ると表4の ごと くな

り,全 体 では中学生 よ り高校生 が高率 であつた、相互間

についてはかな りの差 を示 した.

n.年 間新発病率

① 同 じ対象 の小 中高 および 大学 生の昭和47年 の新発

病率 は1万 対1.2,2.1,0.8,11.1で あつたeデ ータの

正確 さを期 すために過去 の年 間新 発病率 をみ ると表5の

ご とく・各群共 に過去10年 前 よ りは減 少は してい るが最

近 では特 に減少 しているわけで もない｡
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表5年 次 別 新 発 生 要 医 療 率
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表6事 業所の年齢別薪発病率
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そこで年間新発病率 として過去3年 の平均 を とる こと

に した｡

② 同 じ対象の事業所 従業員 の昭和47年 の新発病率 は

表6の 通 りで,40歳 以上の年 間新 発病者 はかな り高 く,

その うち50歳 以上 ではもつ と高 い数値 を示 した｡

ここで も過去3年 の平均 によ り,年 間 新 発 病 率 を み

た｡

③ 以上 につい て10歳 区分に よ り整理す ると,表7の

ご とくになる｡昭 和47年 度でみて も,3年 平均 でみて も,

高年齢ほ ど年間新発病が多いが30歳 代では一旦 やや下が

つ てい る｡他 については若 年の万対1 .3よ り高年の22.2

と漸次年間の新 発病率 が多 くなつている｡

考 察

結核患者 の減少 とともに,感 染 も減少 し肺野 におけ る

初感染石灰化巣 の率 も低 くなるのは 当然 である｡こ れ に

つい て数年前に全国的 な調査 をしたが1),そ の時の数値

よ り今回は明 らか に少 ない値 を示 した｡

年次的に漸次減少 したた め現在の年齢階級別調 査では

図1に み るように見事な上昇 カーブ とな り,高 年齢層 ほ

ど初感染石灰化率が高 くなつ てい る｡

初感 染石灰 化巣 率その ものにまん延度指 標 としての価

値があ るかについては,す でに報 告黎)もあ り私 自体 も集

団 として観 察 して きたのであるが,同 一 基準 での読影 は

必須条件 である、

今 回の調査 では結核管理 のできている場 において,全

年齢層 まで拡 げてその比率 をみ た,

一方 同じ対象者 につい ての年間新発病 につ いては
,1

万 につき若年層1.3よ り順次高率 とな り高年層 では22.2

と20倍 も多 い｡30歳 代 でやや低率 となつてい るが,こ

れ らについては若年層では初感染に引 き続いての発病は

やや高率で,既 感染発病はそれに比べ ると低 率であ るが

高年層に至 るまで年間の新発病者が発生す るもの と解釈

してい る｡

そ して年齢 区分別 の初感染石灰 化率 とその年間新 発病

率について相 関係数 を求 める とγ=O.91と い う高 い相 関

を示 している｡

これ らの ことよ り現在 の高年者 では既感染 者は高率 で

あ り,低 年齢層 では結核の既感染率は低 くなつ で、・て,

図2に 示 したよ うなまん延度の推定 をした、過去の状態

に比べ ると現在では若年層はは るかに低率の感染状況 と

考え られ る.

したがつて結核対 策上の問題点 として,低 年齢 層への

BCG接 種徹底 と,一 定年齢 層以上では定期的 レ線診断

の重要性 を再認識 した.

この調査 では低年齢層 では母集 団を十分 に把握 で きた
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が,高 年齢層 では母数が十分 でな く,と くに女性 につい

ては調査 不十分に終わつた｡

結 語

福岡市において学童学生に加えるに結核管理のできて

いる事業所従業員を対象にして,胸 部間接レ線所見の初

感染石灰化巣率より,全年齢層の結核まん延の推察を行

つた｡

初感染石灰化率は年齢に比例して順次高率を示した｡

結 核 第50巻 第2号

同対象 の年 間結核 新 発 病 率 との相 関係数 は 高 い 値

(O.91)を 示 した｡

現在 の若年層 の結核感染 率は過去の報告 に比 べてかな

り低い ものであ り,若 年 者 とよ り高年者には 当然違 つた

結核対策が立 て られ るべ きであろ う｡
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